








56 北海道立農業試験場集報 第6号

第� 1図 代 表 的な呉型の 種類

左はT型とM型，右はD型とN'型，� Nは正常型を示す。
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た。つまり典型のtll穂期心平:t'Jやや遅いけれども� 

N型よりもすこぶる変異性にとむことが認められ

る。 しかしながり上記多発系統は形態的にも未固

定系統を多く含んでおり，個体の出穂日にはなお

多くの変異が存在することが考え られる。そこ で

イ肉体別に行なった調査例を示すと第� 3表のとおり

である

これは，� 1956年普通に秋J番きしたN型と� T型各

第� 3表� N)l 1系統計における出穂日の変異~)T型，� 
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同ザ 「出穂 日� (6月)20211個
型1番 号番号� 13 14 11516 17 18 192021 休数� 

1414 i134181 12!911515: 117 

135151 29111:18151 -1 5 

N 23 

:zj;;11:J1 11  

計刈�  113

1
 A
 

67半|ド刊門98伊 叫22引13什36 

455一一一-151 221151 6131 51 

456 2 日� 7 4120 1519 31 1 66 

457 71 26 191751 65 
T TT75 

458 -115 19118 1014 67 

459 -1 9 1819 612 47 

460 2 113 ラ14 2013 713 ラ8 

E十� 4 8110 14173 13493153 18 

町� 
15 71352 

15.813.64 

15.212.20 

15.011.75 

15. 4i2. 83 
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l系統併について，個体の出棺日を系統ごとに示

したものである。 ここで� fTT-75j群は，第� 1}.!:

の� fT-2jに相当する異型でるるが，系統問で穂

型に変異が認められていた。出穂臼の平均値では� 

T型が約 3日遅く� 分散では系統群としてみた場p

合大差は認められないが，各系統群の分散はT型

でよりも� N型でやや大き L、。 しかしながら系統聞

でみら;}t.，る分散の変異は，むしら T型で大きかっ� 

7こし

さらに向型の出私.l&応の差 を詳しく見るため

に，� 1957年科長のはぼG';I定している T型CfTT-22j 

fTT-33jfTT-75.lt'fの l系統宛を混合)と N型� (A家系� 

No. 6，7の2系統を混合)の催芽種子をそれぞれ，� 

0，30，40，50日|同低t!lli処理を行ない，� 4月21日

に焔穐して出穂日を個体ごとに調査 した 〉知処理

では両集団とも出穂しなかったが，� 30日処J'J1.では 

T塑にのみ� l個体出穂を見た。40日，� 50U処理の

出総 11の変異は第� 2図の とお りである。

第� 2図によれば，� 50日低温処理ではT型が平均

値において約� l日遅く ，全体としてやや晩生に傾

いているけれども ，おおむねN型とよ く類似した

変児を力そしている。 しか しながら40日低温処理の� 

T Jf;IJでは，平均値で2.2日遅く分布摘が 4日広く ，

分散もまた大きくなっている。


























